
２
０
１
７
年
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
。

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
年

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
安
倍
首
相
が
唱

え
る
「ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」で
、
雇
用
や
社
会

保
障
、
あ
な
た
や
ご
家
族
の
生
活
は

改
善
さ
れ
ま
し
た
か
。

待
機
児
童
プ
ラ
ン
は
破
綻
寸
前

安
倍
首
相
は
「北
朝
鮮
・少
子
高
齢
化
」

を
〝
国
難
〟
と
し
、
衆
議
院
解
散
・総
選

挙
を
し
ま
し
た
。
で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下

さ
い
。
少
子
高
齢
化
は
急
に
降
っ
て
湧
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
か
？
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
か
ら
分
か
り
き
っ
た
こ
と
で
、
衆
議

院
解
散
の
理
由
に
は
全
く
当
た
り
ま
せ
ん
。

「
「
森
友
・
加
計
学
園
疑
惑
」
に
蓋
を
す
る

解
散
で
す
。
で
は
11
月
に
開
か
れ
た
国
会

で
〝
国
難
〟
を
打
開
す
る
施
策
は
打
ち

出
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
衆
議
院
選
挙
で

公
約
し
た
「保
育
・教
育
無
償
化
」は
衆
議

院
で
論
議
を
し
た
と
こ
ろ
様
々
な
理
由
で

来
年
の
夏
ま
で
結
論
を
先
送
り
。
ま
た
、

待
機
児
童
問
題
は
当
初
の
17
年
度
末
ま

で
に
待
機
児
童
「ゼ
ロ
」の
目
標
を
断
念
し
、

再
び
来
年
度
か
ら
新
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み

５
年
間
で
約
32
万
人
分
の
保
育
の
受
け
皿

を
整
備
す
る
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
野
村

総
合
研
究
所
で
は
待
機
児
童
は
88
万
人

と
試
算
。
す
で
に
安
倍
政
権
の
公
約
は
破

綻
寸
前
で
す
。

更
に
高
齢
者
の
医
療
負
担
増

で
は
〝
国
難
〟
の
一
つ
で
あ
る
高
齢
化

問
題
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
結
論
か
ら
言

え
ば
、
高
齢
者
自
身
の
自
己
負
担
が
さ
ら

に
増
え
ま
す
。
70
歳
以
上
、
年
収
３
７
０

万
円
以
上
の
外
来
費
の
負
担
限
度
額
が

現
行
の
４
万
４
０
０
円
か
ら
２
０
１
８
年
８

月
に
は
月
８
万
円
以
上
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
70
歳
以
上
で
住
民
税
が
課
税
さ
れ
る

一
般
所
得
者
も
、
２
０
１
８
年
８
月
に
は

月
１
万
８
０
０
０
円
へと
上
が
り
ま
す
。
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
後
期
高
齢
者
の
保
険

料
の
「軽
減
措
置
」も
見
直
し
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
で
は
高
齢
者
は
〝
生
活
難
〟
で
す
。

進
む
非
正
規
雇
用
と
低
賃
金
策

国
税
庁
が
発
表
し
た
２
０
１
６
年
の
雇

用
形
態
別
の
年
収
は
、
正
規
と
非
正
規
の

年
収
格
差
は
３
１
５
万
円
で
す
。
非
正
規

雇
用
労
働
者
は
今
や
２
０
０
０
万
人
を
超

え
ま
す
が
、
平
均
年
収
は
１
７
２
万
円
で

す
。
こ
れ
で
は
生
き
る
の
も
精
一
杯
。
年

収
３
０
０
万
以
下
の
労
働
者
の
55
％
が
預

貯
金
「ゼ
ロ
」で
す
。

安
倍
首
相
は
「生
産
性
革
命
」と
「人
づ

く
り
革
命
」を
所
信
表
明
し
、
人
々
に
幻

想
と
期
待
を
振
り
撒
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
労
働
者
か
ら
生
き
血
を
搾
り
取
る
た
め

の
政
策
の
糊
塗
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

「ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」は
メ
ッ
キ
が
剥
げ
ま
し

た
。
幻
想
と
期
待
は
捨
て
、
２
０
１
８
年
は
、

も
っ
と
声
を
あ
げ
、
人
間
ら
し
く
生
き
る

権
利
を
主
張
し
ま
し
ょ
う
。
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安
倍
晋
三
氏
は
２
０
０
６

年
の
一
年
間
、
そ
の
後
２
０

１
２
年
12
月
か
ら
現
在
ま
で

首
相
を
務
め
、
５
年
連
続
の

長
期
政
権
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
安
倍
内
閣
と

自
公
政
権
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
重
要
な
針
路

に
関
わ
る
法
案
を
３
回
も
強
行
採
決
す
る
暴
挙

を
働
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
、
「第
二
の
憲
法
」と
い
わ
れ
た
教

育
基
本
法
の
改
悪
で
す
。
２
０
０
６
年
11
月
に
こ

れ
を
強
行
採
決
し
ま
し
た
。
そ
の
後
再
び
首
相

の
座
に
つ
き
、
天
下
の
悪
法
、
秘
密
保
護
法
を
２

０
１
３
年
12
月
６
日
の
深
夜
に
強
行
採
決
し
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
９
月
19
日
に
は
「
安
全
保
障
関

連
法
案
」（戦
争
法
）を
徹
夜
国
会
で
早
朝
に
強

行
採
決
し
ま
し
た
。
ま
た
「改
正
組
織
犯
罪
処

罰
法
」（共
謀
罪
）を
２
０
１
７
年
６
月
に
強
行
採

決
し
ま
し
た
。

ま
た
「
森
友
・
加
計
学
園

疑
惑
」
で
は
、
憲
法
62
条
に

保
障
さ
れ
た
国
会
の
国
政

調
査
権
に
よ
る
「証
人
の
出

頭
及
び
証
言
並
び
に
記
録
の
提
出
」を
拒
否
し

続
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
憲
法
53
条
は
「い
づ
れ
か
の
議
院
の
総

議
員
の
４
分
の
１
以
上
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
内
閣

は
そ
の
召
集
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
６
月
に
は
「森
友
・加
計
疑

惑
」究
明
の
た
め
、
野
党
の
国
会
召
集
要
求
を

安
倍
自
公
政
権
は
無
視
し
続
け
ま
し
た
。

大
阪
府
豊
中
市
の
学
校

法
人
・
森
友
学
園
へ
の
国

有
地
売
却
問
題
は
11
月

22
日
、
会
計
検
査
院
は
８

億
２
千
万
円
の
大
幅
値
引
き
は
「十
分
な
根
拠

が
確
認
で
き
な
い
」と
指
摘
し
、
疑
惑
は
一
層
深

ま
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
与
党
は
、
疑
惑
解
明
を
逃
れ
る
た
め

11
月
に
開
会
し
た
第
１
９
５
回
特
別
国
会
の
会

期
を
、
わ
ず
か
39
日
間
と
し
、
さ
ら
に
国
会
質
疑

時
間
の
与
野
党
配
分
割
合
を
与
党
８
、
野
党
２

と
大
幅
な
変
更
を
提
案
し
ま
し
た
。
提
案
理
由

は
自
民
党
の
若
手
議
員
の
国
会
デ
ビ
ュ
ー
の
場

の
供
与
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
与
党
の
質
問
時
間

の
大
幅
な
変
更
は
、
そ
の
後
１
対
２
に
変
更
、
最

終
的
に
は
５
対
９
に
し
ま
し
た
が
、
質
問
の
持
ち

時
間
に
政
府
の
答
弁
時
間
も
入
っ
て
お
り
、
絶

対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
も
自
公
与
党
の

横
暴
と
国
会
審
議
軽
視
の
姿
勢
が
露
わ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

国
会
の
審
議
軽
視
、
立

法
府
の
形
骸
化
は
さ
ら
に

進
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
民
党
は
「憲
法
改
正
推

進
本
部
」を
11
月
16
日
に
開
き
、
改
憲
案
の
審

議
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
改
憲
案
の
一
つ
に
「参

議
院
選
挙
区
の
合
区
解
消
」が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
「都
道
府
県
代
表
制
」を
念
頭
に
置
き
、
「良

識
の
府
」
と
い
わ
れ
る
参
議
院
を
根
本
か
ら
破

壊
す
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
「緊
急
事
態
条
項
」

の
新
設
を
も
検
討
予
定
で
す
。
こ
こ
に
は
必
ず
総

理
大
臣
に
よ
る
超
法
規
的
な
非
常
権
の
新
設

が
入
り
込
む
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
安
倍
首
相

の
野
党
や
批
判
者
に
対
す
る
横
暴
ぶ
り
は
問
題

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
総
理
大
臣
へ
の
「非
常
権
」

の
付
与
は
、
こ
れ
を
一
気
に
加
速
さ
せ
、
独
裁
国

家
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆

◆

◆

◆

そ
も
そ
も
内
閣
の
長
で
あ
る
安
倍
首
相
が
「憲

法
尊
重
義
務
」を
定
め
た
憲
法
99
条
を
護
ら
ず
、

立
法
府
を
無
視
し
、
改
憲
の
旗
振
り
人
で
あ
る

こ
と
か
ら
し
て
問
題
な
の
で
す
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
国

会
を
国
民
の
手
に
取
り
戻
し

ま
し
ょ
う
。

安倍政権の「暴走」で、国会が壊れていく

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 ２０１７年１２月

日
本
国
憲
法
第
41
条
は
、
国
会
を
「
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
っ
て
、
国
の
唯
一
の
立
法

機
関
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
立
法
審
議
に
十
分
時
間
を
と
る
こ
と

が
当
然
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
、
内
閣
が
提
出
し
た
法
案
や
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き

野
党
の
議
論
を
最
大
限
に
保
障
す
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
の
も
と
、
こ
の

機
能
が
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
行
政
権
を
持
つ
内
閣
が
、
立
法
府
で
あ
る
国
会
の
議

論
や
意
思
を
無
視
す
る
横
暴
ぶ
り
は
目
に
余
り
ま
す
。

審
議
中
の

強
行
採
決

４
回

国
会
召
集

証
人
喚
問

も
拒
否 国

会
を
国
民
の
手
に
取
り
戻
そ
う
！

新社会
お問い合わせ先

野
党
の

質
疑
時
間

大
幅
削
減

自
己
都
合
の

参
議
院

「
改
革
」
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